
阿智村事務事業評価シート
担当者 総務課 企画財政係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

消耗品 485 電話料 6,272 庁舎改修工事 30,333
燃料代 2,082 火災保険料 6,164
水道光熱費 19,802 委託料 5,157
修繕料 1,240 設計委託料 4,351

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 40,864 157,106 75,886 41,633 47,633

うち一般財源 40,864 95,906 75,886 41,633 47,633

うち補助金
うち個人負担

正規職員 4 4 4 4 4

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 b

b

a

a

有効性 B

効率性 b

b

公平性 受益者負担は適切か B

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 各施設管理者にコスト意識をもってもらうため電気料などを個々の科目に予算措置することを検討す
る。

コミュニティ館内装等の改修

B

コミュニティ館の目的外使用は使用料を徴収している。

総務課での維持管理により効果的効果的な運用ができている。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

村の管理すべき施設である

B

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

妥当である

５．持続可能な村、住民が主体な村／行財政計画／行財政の健全化

B

清掃、消防設備点検など複数からの見積により実
施している。

廃棄物処分を定期的に行うことで事務効率向上を
図った

判定理由

経常経費の抑制に対するニーズは高い

ほぼ妥当である

役場庁舎、コミュニティ館、公民館、保健センターの受電設備・電話交換機・空調設備等を共用するこ
とにより、効率的・経済的な運用を図る。電気料、電話料、火災保険料の一括管理。
庁舎改修による住民の利便性向上。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

庁舎等公共施設管理業務

総合計画での位置づけ

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 消耗品、燃料代（庁用）、ガス代、電気料、水道料、下水道料、修繕料、委託料（空調設備、昇降機保
守、電気保安管理、消防設備点検、庁舎清掃）、火災保険料など施設の維持管理。
庁舎外壁を中心とした改修工事。

実績・効果

根拠法

施設利用者

実施目的 役場庁舎等施設の維持管理

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


